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から 79歳までの岡崎市民 7,491名（男性 4,138名、女性 3,353名）の中で、質問紙に高脂血症
剤、降圧剤、血糖降下剤を使用していると回答したものを全て除いた 5,181名（男性 2,712名、




関係数を算出した。Mets の各要素について BMI、腹囲単独での R２を計算し、BMI に腹囲を加え
た場合に増加する説明量を算出した。本研究は、名古屋市立大学大学院医学研究科の倫理審査
を受けた J-MICC岡崎研究の一部として行われている。 
解析対象者の平均年齢は男性で 57.6±11.2歳，女性で 54.7±10.3歳、BMIは男性 23.2±2.9、
女性 21.9±2.9、腹囲は男性 83.1±7.8cm、女性 79.4±8.4cm であった。BMI と腹囲の相関係数




囲でも相関係数に大きな違いはなかった。BMI 単独の R２は男性収縮期血圧 0.053、拡張期血圧
0.062、トリグリセリド値 0.085、HDLコレステロール値 0.125、空腹時血糖値 0.021、腹囲単独
では順に、0.053、0.058、0.095、0.132、0.026であった。女性の BMI単独では同様に順に、0.103、
0.085、0.089、0.131、0.053、腹囲単独では、0.109、0.083、0.124、0.143、0.059 であった。
BMIに腹囲を加えた R2の増加量は、男性では、収縮期血圧 0.003、拡張期血圧 0.002、トリグリ












       
 
 
      
 




【対象および方法】研究対象者は、2007 年から 2011 年にコホート研究のベースライン調査とし
て岡崎市の健診センターで健康診断を受診したもののうち、研究参加の同意が得られ、データに
不備のない 35 歳から 79 歳までの岡崎市民 7,491 名（男性 4,138 名、女性 3,353 名）の中で、質
問紙にコレステロール降下剤、降圧剤、血糖降下剤を使用していると回答したものを除いた






の倫理審査を受けた J-MICC 岡崎研究の一部として行われている。 
【結果】BMI と腹囲の相関係数は男性 0.88、女性 0.84 と強い相関が認められた。MetS の各要素
と BMI、腹囲との相関係数は男女共に BMI でも腹囲でも大きな違いはなかった。BMI 単独の決定係




は、収縮期血圧 0.003、拡張期血圧 0.002、中性脂肪値 0.012、HDL コレステロール値 0.012、空
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